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生駒市自治連合会防災計画の完成を目指して
生駒市自治連合会防災部会会長代理　黒部　實

　発生が懸念されている南海トラフ地震、直下型の生
駒断層帯地震等の大地震に対処するため、生駒市自治
連合会では、防災に関心がある会員を中心に、昨年６
月防災部会を設立しました。
　大学の先生がコーディネーターになり、講演会受講
や各種研修、グループ討議を経て、本年６月に課題を
抽出しました。
　大地震が発生した場合、住居の耐震性や地盤の強度の
違いにより被害の甚大な自治会、被害のない自治会が出
てきます。そういった自治会間の共助（助け合い）を推
進する仕組みを課題として、解決に取り組んでいます。
　自治会間の共助は、全国でも前例がなく、被災情報
の取り方、情報伝達の方法など情報の組織体制をどう
するかという難しい課題があり、簡単ではありません。
今後のスケジュールは、生駒市自治連合会内の５つの
地区自治連合会の意見を集約し、本年12月に「生駒市
自治連合会防災計画」の完成を目指しています。
　南海トラフ地震が発生した場合は、被害は全国広域
にわたり、国の支援は津波被害の甚大な地域を最優先
するでしょう。その為、奈良県から生駒市に対する国
の支援がすぐには届かないことも予想されます。
　防災部会は「生駒市における私達の地域は私達で守
る」をモットーに本計画の完成に邁進しております。

石川県穴水町に義援金を寄付しました
　７月24日「生駒市の自治会員の皆様からいただいた
義援金」目録を、自治連合会役員４名で石川県穴水町
に届けてきました。
　皆様のご協力もあり、おかげさまで約740万円もの
義援金が集まりました。
　義援金に賛同いただいた自治会員の皆様ありがとう
ございました。
　穴水町では吉村町長にお会いして、現状をお聞き
し、まだまだ復興には時間を要するとお聞きしました。
　引き続きの協力をお約束し、現地視察をして生駒へ
戻ってきました。
　穴水町が一刻も
早く復興されるこ
とを心よりお祈り
いたします。

まいこま発刊にあたってまいこま発刊にあたって
　今回も「コミュニケーションと地域活
動」をテーマとして、あまり知られてい
ない地域の情報や、新たな取り組みにチャ
レンジしている地域の活動を探してきま
した。
　私たち編集委員の知らなかった情報を
市民の皆さんに知っていただけたら嬉し
く思います。
　さらに、自治会としては、積極的な県
外研修や市内のいろんな情報を発信する
ことで、各地のコミュニティ活動に繋げ
ていければと思っています。　　　（長﨑）

編集委員長
　長﨑　　　格

編集委員
　細谷　江利子
　福田　　佳明
　西野　　秀男
　山田　　　武
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　令和６年度生駒市自治連合会全体集会を小紫雅
史市長、吉村善明議長を来賓に迎え、たけまるホー
ルで５月19日に開催しました。
　令和６年度の役員紹介後、森岡文夫自治連合会
長のあいさつに続いて、多年にわたり自治組織の
発展と市民福祉の向上に自治会長として貢献され
た方々に市表彰状、連合会表彰状・感謝状が贈呈
されました。
　市長並びに議長からの祝辞後、令和５年度の事
業報告および決算、令和６年度の事業計画および
予算について報告が行われました。
　全体集会終了後は、各地区連合会に分かれて地区
連合会活動に係る協議や意見交換が行われました。

令和６年度
生駒市自治連合会全体集会を開催

中間報告



	 生駒市自治連合会だより　第61号	 令和6年9月1日（3）

観光施策の集客ＰＲに学ぶ

　６月21日金曜日、昨夜から大雨です。今日から生駒
市の友好都市である南あわじ市での総勢16名の県外研
修です。
　天気も回復し、「うずの丘大鳴門橋記念館」では、
南あわじ市の川上洋介産業建設部長、土居正典商工観
光課長、施設担当者の方々から南あわじ市の観光資源
である渦潮、温泉、玉ねぎ、海産物の説明をいただき、
これらを上手く取り入れた観光ＰＲをＳＮＳやＹｏｕ
Ｔｕｂｅを駆使し評判が評判を呼び集客に成功した事
例を紹介していただきました。
　次に「福良港防災ステーション」での研修です。こ
こは安政南海地震（Ｍ8.4）の大津波の記録を参考に建
てられ、①備える②伝える③逃げる④学ぶの４つの目
的を持って市民の防災意識の向上のシンボルとして、
また避難場所として利用されます。津波の被害が考え
られない生駒市でも災害への心構えは同じです。
　２日目は「若人の広場公園」です。先の大戦で全国

フレイル予防―先進地研修

　フレイルとは「虚弱」。あまり馴染みのない言葉で
すが、健康状態から要支援・要介護になっていく手前
の状態を言います。フレイル予防とは、フレイル状態
から健康状態に戻したり、支援・介護になるまでの期
間を長く保つための施策です。
　フレイル予防には３つの柱があり、食事（口腔ケア
含む）、運動、そして社会参加です。自治会活動は運
動と社会参加の場、集いの場。生駒市が進めている「ま
ちのえき」は、見方を変えるならば、フレイル予防施
策の１つと言えます。
　生駒市地域包括ケア推進課では「介護予防」として
多くのメニューが用意・実装され、これらの多くは「フ
レイル予防」につながるメニューでもあり、その成果
は全国的にもよく知られています。
　兵庫県ではいち早くフレイル予防に取り組み、県下
の多くの市町村で実施されています。その中で、先進
地として厚生労働省でも紹介している洲本市と、昨年
度から「フレイル外来」を始めた南あわじ市で研修を

で400万人の学徒が動員され20万人が亡くなられまし
た。その慰霊のために、万博お祭り広場等を設計され
た丹下健三氏が設計され、「若人よ天と地をつなぐ灯
たれ」と記された記念碑があります。当時の学徒と同
世代の若人に託す平和のシンボルです。
　この２日間を通じて有意義な研修を受け、また各自
治会長とのお互いの親睦を深めることができました。
これからの中地区の自治会活動においても地域コミュ
ニティ推進課を含めお互いに「顔の見える関係」を築
けたと思います。

受けました。東地区が一体となってフレイル予防に取
り組み、高齢者がもっともっと元気に暮らす東地区を
目指したいと思う次第です。
　防災関連では、野島断層保存館で地震の恐ろしさを
感じ、徳島県防災センターでは体験ツアーにおいて、
地震、消火、煙、暴風等を体験して、「知識」と「備え」
の必要性を痛感いたしました。研修を活かして、さら
に「元気」と「安全」に取り組んでまいります。

自治連合会県外研修報告

自治連合会県外研修報告

中地区

東地区  

仲之町自治会会長　福村　茂

月見町第２ガーデンハイツ自治会会長　梅田　四郎

洲本市役所にて洲本市役所にて
フレイル研修フレイル研修

うずの丘大鳴門橋記念館うずの丘大鳴門橋記念館
にて研修にて研修

徳島県立防災センターにて暴風体験徳島県立防災センターにて暴風体験

福良港防災ステーションの様子福良港防災ステーションの様子

６月21日（金）　　
～22日（土）

兵庫県南あわじ市
方面

６月11日（火）
　　　　～12日（水）
◦兵庫県南あわじ市・
　洲本市方面
◦徳島県北島町方面
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　地域コミュニティ活性化に向け、毎年開催する『夏
休みラジオ体操』『ふれあい夏祭り』『自主防災訓練』
などの行事に加え、本年度は二つのイベントを計画し
ました。
　一つ目は、４月21日『スプリング・マルシェ』と称し、
生駒応援マルシェと連携したマルシェを開催しまし
た。普段と比べ「茶道体験」「キーホルダー作成」ボ
ディマッサージ」などの体験型マルシェを多くし、
人と人との触れ合いの場を設けました。
　また自治会員から有志を募り『西白庭台マルシェ組』
を結成し、イベントには多彩な才能を持つ自治会員の
方が主催者側となって進めてくれました。
　今後も『西白庭台マルシェ組』をさらに成長させ、
地域住民とのコミュニティの輪が広がっていくことを
期待しています。
　二つ目は、11月10日に計画している『（仮）ハロウィ
ンイベント』です。こちらは、老若男女を問わず楽し
んでいただけるよう多くの自治会員が仮装してイベン
トに参加してもらい盛り上がるよう計画中です。
　また、地域包括支援センターや生駒市人権施策課の
方々のお力をお借りして福祉体験や人権関連の企画も
計画しており、幅広く参加者を募りたいと計画を進め
ています。
　この企画を完遂し、さらに次の企画も継続して推進
し、『地域住民』×『生駒市行政』のコミュニティの
場が開催されることを望みます。

コミュニティが形成された優しい地域を目指して
西白庭台 1丁目自治会会長　　大倉　宏之

　今年で第38回目となる夏祭りを夏休みに入った７月
20日に開催しました。
　４月の新年度に入ると同時に、昨年の夏祭りのデー
タを引っ張り出して役員との協議を重ね、班長副班長
との最終会議の下に、練りに練った？夏祭りの当日は、
まだ梅雨も明けてはいないのに猛烈な暑さ。ちなみに
当日も生駒市では熱中症警戒アラートが発表されてい
ました。
　そんな中、朝からの夏祭りの準備に、８時30分の集
合予定に30分も早く集合して、集会場に保管している
テーブルと椅子を夏祭り開催地の公園へと搬送、そし
てテントの設置、ちょうちんと電球（最近はLED）
の配置と大忙し。16時30分の開場までも一部の役員が
待機して準備万端。
　当日は、ストライクアウト、ダーツ、スーパーボー
ルすくい、輪投げ屋さん等のゲームから始まって、か
き氷、ポップコーンを提供しました。そして、焼きそ
ば、フランクフルト、焼き鳥の提供と続いていきます。
その後、大抽選会の喧騒の後で、子ども会のちょうち
ん行列を先導に花火のクライマックスとなります。
　滞りなく終了した夏祭りの後に、明日の清掃までの
一息、役員、班長副班長、関係者一同とのビールと焼
きそば、枝豆等での乾杯！それはたまりません。来年
も頑張るぞ⁉

　北小平尾には老若男女を問わず、近隣からもたくさ
んの方が一同に集まり楽しく遊び、交流できるコミュ
ニティがあります。参加者全員が野菜の収穫体験や、
採りたて野菜のおいしさに目を輝かせています。また、
当農園では生駒市図書館から紙芝居を聞かせて頂いた
り、ボランティアの方にケーキを販売して頂いたりと
コラボも活発です。新しい試みとしてはホップを栽培
して、クラフトビール作りに挑戦されている方に提供
します。今年は初出荷するとの事でワクワクしていま
す。
　次にご紹介するのは重要文化財「宝幢寺」の裏山で
の活動です。このお寺の裏山に有志が集まりお堂に倒
れかかった木を伐採して、代わりに桜や紅葉、紫陽花
を植林しています。後５年から 10 年も経てば、成果
が実り立派なコミュニティになる事を楽しみにしてい
ます。
　個人で秘密基地のようなコミュニティ作りを楽しん
でいる方もおられます。荒れた山を自ら切り開いてツ
リーハウスやハンモック、小屋をＤＩＹで作って仲間
や家族と一緒に有意義な時を楽しまれています。また、
竹林を畑に開墾し花畑や野菜を栽培して無人販売店で
提供したり椅子やテーブル、ＢＢＱセットをＤＩＹで
作り、これも販売したり勿論、仲間と一緒にＢＢＱも
楽しんでいる方もいます。
　なんでこんな「しんどい」事をするのかって？
　多分、しんどさより「達成感」が勝っているからか
な⁈
　皆さん一度遊びに来て下さいね。 

暑い夏はまつりで乾杯
月見ヶ丘自治会会長　　松井　邦友

　昨年度の自治会の新しい試みとして企画した「第１
回山崎町作品展と楽しいイベントの会」を３月２日、
３日の両日開催しました。
　開催のねらいは自治会員の皆さん相互の交流と自治
会館の有効利用です。当初は「作品展」という形式で
検討しましたが、多くの方の参加をいただくにはイベ
ントも必要、というご意見により少々長ったらしい命
名となりました。
　作品の集め方については「どなたがどのような作品
を作っておられるか」を片っ端から聞き込みを行いま
した。聞き込み開始以前には本当に作品が集まるか、
と心配しましたがあれよあれよという間に絵画、書道、
彫刻、手芸、盆栽等のバラエティーに富んだ作品の応
募が 100 点以上もあり驚きました。
　一方イベントについては誰もが参加したくなるよう
なものを役員会・老人クラブの方々と相談しカラオケ
大会・フラワーアレンジ体験・体験フラダンス教室と
老人クラブが新しく取り組んでおられる軽スポーツ

「モルック」の体験会を柱に組み立てました。ご来場
の方のために会館の二階に喫茶コーナを設け茶菓の
サービスも行いました。
　また、季節的に野菜の少ない時期でしたが農家組合
の皆さんが集めてくださった新鮮野菜の販売会も２日
に渡り大好評の中、完売しました。
　来場者は途切れることなく足を運んでいただき、小
紫市長はじめ２日合わせて参加者が 100 名をはるかに
超え、第１回目としては手応えのあるイベントになり
ました。

山崎町作品展と楽しいイベントの会
山崎町自治会会長　　岡田　信男

北小平尾は楽しみながら「まちつくり」に挑戦しています
北小平尾自治会会長　　村田　耕一

　６月23日、梅雨入りしたばかりの日曜日に真弓南自
治会より16名の参加者と共に大阪市立阿倍野防災セン
ター（あべのタスカル）に行ってきました。
　今回は、自分の命を守るための「自助」について学
ぶ１時間の「タスカルコース」を選択しました。
　まずは、映像で高いビル程もある巨大な津波の壁が

一瞬にして人々を飲み込む恐怖の映像が再現され、緊
急時に正しい避難の選択がいかに大事かが学習できま
した。
　又、子供たちでも遊び感覚で消火器の使い方が学べ
たり、煙の中の避難の仕方等。
　中でも最後の震度７の揺れは想像以上で、実際には
この何倍もの恐怖や危険があることは想像出来まし
た。
　今回の「タスカルコース」は大阪市立阿倍野防災セ
ンターに連絡するだけで、無料で受付完了「顔見知り
を増やそう」をテーマにぜひ各自治会でも計画された

らどうでしょうか？
　最後に、災害は必ずやって来るという意識を自治会
組織全体でもっと高めて、有事に備えて行かなければ
ならないと強く感じました。

あべのタスカルに行ってきました！
真弓南自治会防災部副会長　　杵島　明子

「地域の顔見知りを増やそう」

ほうどう　じ
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　地域コミュニティ活性化に向け、毎年開催する『夏
休みラジオ体操』『ふれあい夏祭り』『自主防災訓練』
などの行事に加え、本年度は二つのイベントを計画し
ました。
　一つ目は、４月21日『スプリング・マルシェ』と称し、
生駒応援マルシェと連携したマルシェを開催しまし
た。普段と比べ「茶道体験」「キーホルダー作成」ボ
ディマッサージ」などの体験型マルシェを多くし、
人と人との触れ合いの場を設けました。
　また自治会員から有志を募り『西白庭台マルシェ組』
を結成し、イベントには多彩な才能を持つ自治会員の
方が主催者側となって進めてくれました。
　今後も『西白庭台マルシェ組』をさらに成長させ、
地域住民とのコミュニティの輪が広がっていくことを
期待しています。
　二つ目は、11月10日に計画している『（仮）ハロウィ
ンイベント』です。こちらは、老若男女を問わず楽し
んでいただけるよう多くの自治会員が仮装してイベン
トに参加してもらい盛り上がるよう計画中です。
　また、地域包括支援センターや生駒市人権施策課の
方々のお力をお借りして福祉体験や人権関連の企画も
計画しており、幅広く参加者を募りたいと計画を進め
ています。
　この企画を完遂し、さらに次の企画も継続して推進
し、『地域住民』×『生駒市行政』のコミュニティの
場が開催されることを望みます。

コミュニティが形成された優しい地域を目指して
西白庭台 1丁目自治会会長　　大倉　宏之

　今年で第38回目となる夏祭りを夏休みに入った７月
20日に開催しました。
　４月の新年度に入ると同時に、昨年の夏祭りのデー
タを引っ張り出して役員との協議を重ね、班長副班長
との最終会議の下に、練りに練った？夏祭りの当日は、
まだ梅雨も明けてはいないのに猛烈な暑さ。ちなみに
当日も生駒市では熱中症警戒アラートが発表されてい
ました。
　そんな中、朝からの夏祭りの準備に、８時30分の集
合予定に30分も早く集合して、集会場に保管している
テーブルと椅子を夏祭り開催地の公園へと搬送、そし
てテントの設置、ちょうちんと電球（最近はLED）
の配置と大忙し。16時30分の開場までも一部の役員が
待機して準備万端。
　当日は、ストライクアウト、ダーツ、スーパーボー
ルすくい、輪投げ屋さん等のゲームから始まって、か
き氷、ポップコーンを提供しました。そして、焼きそ
ば、フランクフルト、焼き鳥の提供と続いていきます。
その後、大抽選会の喧騒の後で、子ども会のちょうち
ん行列を先導に花火のクライマックスとなります。
　滞りなく終了した夏祭りの後に、明日の清掃までの
一息、役員、班長副班長、関係者一同とのビールと焼
きそば、枝豆等での乾杯！それはたまりません。来年
も頑張るぞ⁉

　北小平尾には老若男女を問わず、近隣からもたくさ
んの方が一同に集まり楽しく遊び、交流できるコミュ
ニティがあります。参加者全員が野菜の収穫体験や、
採りたて野菜のおいしさに目を輝かせています。また、
当農園では生駒市図書館から紙芝居を聞かせて頂いた
り、ボランティアの方にケーキを販売して頂いたりと
コラボも活発です。新しい試みとしてはホップを栽培
して、クラフトビール作りに挑戦されている方に提供
します。今年は初出荷するとの事でワクワクしていま
す。
　次にご紹介するのは重要文化財「宝幢寺」の裏山で
の活動です。このお寺の裏山に有志が集まりお堂に倒
れかかった木を伐採して、代わりに桜や紅葉、紫陽花
を植林しています。後５年から 10 年も経てば、成果
が実り立派なコミュニティになる事を楽しみにしてい
ます。
　個人で秘密基地のようなコミュニティ作りを楽しん
でいる方もおられます。荒れた山を自ら切り開いてツ
リーハウスやハンモック、小屋をＤＩＹで作って仲間
や家族と一緒に有意義な時を楽しまれています。また、
竹林を畑に開墾し花畑や野菜を栽培して無人販売店で
提供したり椅子やテーブル、ＢＢＱセットをＤＩＹで
作り、これも販売したり勿論、仲間と一緒にＢＢＱも
楽しんでいる方もいます。
　なんでこんな「しんどい」事をするのかって？
　多分、しんどさより「達成感」が勝っているからか
な⁈
　皆さん一度遊びに来て下さいね。 

暑い夏はまつりで乾杯
月見ヶ丘自治会会長　　松井　邦友

　昨年度の自治会の新しい試みとして企画した「第１
回山崎町作品展と楽しいイベントの会」を３月２日、
３日の両日開催しました。
　開催のねらいは自治会員の皆さん相互の交流と自治
会館の有効利用です。当初は「作品展」という形式で
検討しましたが、多くの方の参加をいただくにはイベ
ントも必要、というご意見により少々長ったらしい命
名となりました。
　作品の集め方については「どなたがどのような作品
を作っておられるか」を片っ端から聞き込みを行いま
した。聞き込み開始以前には本当に作品が集まるか、
と心配しましたがあれよあれよという間に絵画、書道、
彫刻、手芸、盆栽等のバラエティーに富んだ作品の応
募が 100 点以上もあり驚きました。
　一方イベントについては誰もが参加したくなるよう
なものを役員会・老人クラブの方々と相談しカラオケ
大会・フラワーアレンジ体験・体験フラダンス教室と
老人クラブが新しく取り組んでおられる軽スポーツ

「モルック」の体験会を柱に組み立てました。ご来場
の方のために会館の二階に喫茶コーナを設け茶菓の
サービスも行いました。
　また、季節的に野菜の少ない時期でしたが農家組合
の皆さんが集めてくださった新鮮野菜の販売会も２日
に渡り大好評の中、完売しました。
　来場者は途切れることなく足を運んでいただき、小
紫市長はじめ２日合わせて参加者が 100 名をはるかに
超え、第１回目としては手応えのあるイベントになり
ました。

山崎町作品展と楽しいイベントの会
山崎町自治会会長　　岡田　信男

北小平尾は楽しみながら「まちつくり」に挑戦しています
北小平尾自治会会長　　村田　耕一

　６月23日、梅雨入りしたばかりの日曜日に真弓南自
治会より16名の参加者と共に大阪市立阿倍野防災セン
ター（あべのタスカル）に行ってきました。
　今回は、自分の命を守るための「自助」について学
ぶ１時間の「タスカルコース」を選択しました。
　まずは、映像で高いビル程もある巨大な津波の壁が

一瞬にして人々を飲み込む恐怖の映像が再現され、緊
急時に正しい避難の選択がいかに大事かが学習できま
した。
　又、子供たちでも遊び感覚で消火器の使い方が学べ
たり、煙の中の避難の仕方等。
　中でも最後の震度７の揺れは想像以上で、実際には
この何倍もの恐怖や危険があることは想像出来まし
た。
　今回の「タスカルコース」は大阪市立阿倍野防災セ
ンターに連絡するだけで、無料で受付完了「顔見知り
を増やそう」をテーマにぜひ各自治会でも計画された

らどうでしょうか？
　最後に、災害は必ずやって来るという意識を自治会
組織全体でもっと高めて、有事に備えて行かなければ
ならないと強く感じました。

あべのタスカルに行ってきました！
真弓南自治会防災部副会長　　杵島　明子

「地域の顔見知りを増やそう」
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高山製菓株式会社
〒630-0101生駒市高山町6785

検索

0120-6666-11 FAX0570-068-068
★ネット販売もご利用ください 高山製菓

漏水調査、管内カメラ調査漏水調査、管内カメラ調査

お気軽に
ご相談ください！！

出張・見積もり・相談無料！！出張・見積もり・相談無料！！生駒市内 生駒市指定331号

生駒の水道屋さん
水漏れ・つまり修理、お任せください！水漏れ・つまり修理、お任せください！

1,000 円引き！「まいこまを見た」で

Nice days, Together!Nice days, Together!

0120-333-990
9:00～21:00(日・祝は17:30まで）

KCNお客様センター
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国内旅行・海外旅行

いこまツーリスト
※団体旅行、グループ旅行、個人旅行　お電話1本で予約・手配・
発券ができます。※他社パッケージ旅行の予約ができます。※各種
保険も取扱ってます。

☎ 73-3636（0743）
生駒市小明町541－3

【営業時間】
●月～金曜日
　AM10:00 ～ PM5:00
●定休日
　土・日曜日、祝・祭日

企画から印刷まで 総合印刷会社
入力・編集・管理から製品まであらゆるデーター処理します。入力・編集・管理から製品まであらゆるデーター処理します。

どのような印刷物でもご相談下さい

☎0742-34-2161☎0742-34-2161

FROM PLANNING TO PRINTINGFROM PLANNING TO PRINTING

株式会社

昭文社
株式会社

昭文社
〒630-8031　奈良市柏木町176-1

事前相談、お見積りもお気軽に。
葬儀や葬儀後のお困り事等
なんでもご相談ください！

（旧公友社）

（セレミューズ瑞光敷地内）

少人数専用 事前相談・資料請求 随時 受付中

〒 生駒市壱分町

往馬大社火祭り保存会

宵宮：10月12日（土） 本宮：10月13日（日）宵宮：10月12日（土） 本宮：10月13日（日）


